
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
保
護

者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
三
学
期
は
今
の
学
年
の
ま
と
め
の
時
期

で
あ
る
と
と
も
に
、
次
の
学
年
に
向
け
て
の
大
切

な
準
備
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
よ
り
望
ま
し
い

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

一
月
七
日
（
日
）
に
は
、
ビ
ン
回
収
と
ど
ん
ど

や
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
早
々
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
の
贈
り
物

久
木
野
小
学
校
に
も
大

谷
選
手
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
が

三
つ
贈
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
一
月
十
二
日
（
金
）

に
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
渡
す
際

に
、
「
あ
な
た
た
ち
の
こ

と
を
応
援
し
て
い
る
よ
。
」

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
思
い

っ
き
り
挑
戦
し
て
ね
。
」

と
い
う
大
谷
選
手
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。

～大谷選手からのメッセージ 全文～
ロサンゼルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジ

ャーリーガー、大谷翔平です。
この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球

に興味をもってもらうために立ち上げたプログラムを紹
介するためのものです。
この３つの野球グローブは学校への寄付となります。
それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に

夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望ん
でいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送
る機会を与えてくれたスポーツだからです。
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しん

でもらうために、私からのこの個人的なメッセージを学
校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。
この機会に、グローブを寄贈させていただけることに

感謝いたします。
貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。
野球しようぜ。 大谷翔平

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

～
プ
ロ
の
演
奏
に
感
動
～

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
と
は
、
熊
本
県
立
劇
場
と

水
俣
市
が
共
催
し
行
う
事
業
で
、
教
室
な
ど
の
狭

い
空
間
で
、
生
の
音
楽
を
間
近
で
聴
い
て
も
ら
う

取
組
で
す
。

今
回
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
春
日
香
南
さ
ん
と

ピ
ア
ノ
の
吉
田
秀

晃
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

音

色

の

美

し

さ
、
技
術
の
す
ご

さ
、
表
現
の
豊
か

さ
を
間
近
で
見
聞

き
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

○
二
月
の
行
事
予
定

二
日
（
金
）
四
時
間
授
業
（
給
食
あ
り
）

七
日
（
水
）
三
時
間
授
業
（
給
食
あ
り
）

十
四
日
（
水
）
持
久
走
大
会

十
五
日
（
木
）
新
入
生
保
護
者
説
明
会

二
七
日
（
火
）
ク
ラ
ブ
（
焼
き
芋
・
大
縄
）

○
三
月
の
行
事
予
定

五
日
（
火
）
お
別
れ
遠
足

七
日
（
木
）
授
業
参
観

十
二
日
（
火
）
地
区
児
童
会

十
四
日
（
木
）
地
域
清
掃

十
九
日
（
火
）
卒
業
式
準
備

〃

六
年
修
了
式

二
一
日
（
木
）
卒
業
式

二
二
日
（
金
）
一
～
５
年
修
了
式

※
現
時
点
で
の
予
定
で
す
。
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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